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横浜市は計画的に

農地や樹林地などを

保全してきました。

都市計画法

…市街化区域
市街化を進める区域
（横浜市域の約３／４ ）

…市街化調整区域
市街化を抑制する区域
(横浜市域の約１／４）
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横浜市の農業の現状

 農家戸数 3,451戸
（2015年農林業センサス）

⇔ 全市 163万世帯
（2015年1月現在）

 農業従事者数 5,639人
（2015年農林業センサス）

⇔ 全市 371万人
（2015年1月時点）



横浜市の農業の現状

 農地面積 ２,９５２㌶ （H29固定資産概要調書）

⇒ 市域の約７％
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横浜市の農業の現状

 農業産出額 約134億円 （H27農林推計） 多品目

⇒ 県内１位

 野菜生産量 約６万トン（H19局推計）

⇒ 約60～70万人分の生産量

 果物生産量 約2,000トン（H19局推計）

⇒「浜なし」1,400トン

 農産物直売所 概ね1,000か所



①神奈川県内の順位（億円）

自治体名 農業産出額

1 横浜市 134.1

2 三浦市 120.8

3 平塚市 68.3

4 藤沢市 60.2

5 小田原市 42.4

6 横須賀市 39.5

7 伊勢原市 36.2

8 川崎市 35.8

9 秦野市 35.0

10 相模原市 34.0

②政令指定都市の順位（億円）

（平成27年市町村別農業産出額（推計）農林水産省）

自治体名 農業産出額

1 新潟市 572.1

2 浜松市 510.4

3 熊本市 461.0

4 岡山市 209.9

5 静岡市 167.9

6 神戸市 155.7

7 横浜市 134.1

8 福岡市 115.7

9 さいたま市 107.0

10 京都市 96.0

横浜の農業（他都市との比較（農業産出額））



平成18年度産 作況調査（農林水産
省）

市内順位 品 目 収穫量（t) 全国順位 県内順位 県内で横浜より多い市

１位 キャベツ １２,８６２ １０位 ３位 三浦市、横須賀市

２位 だいこん ６,５８１ ４０位 ２位 三浦市

３位 ほうれんそう ４,２００ １１位 １位

４位 トマト ４,０４０ ２１位 １位

５位 こまつな ３,７００ １位 １位

６位 さつまいも ２,２３０ ５２位 １位

７位 じゃがいも ２,１３１ 111位 １位

８位 ねぎ １,９０９ ４２位 ２位 平塚市

９位 はくさい １,９００ ７１位 １位

10位 きゅうり １,８８７ ６６位 ３位 平塚市、藤沢市

横浜で生産量の多い野菜

横浜の農畜産物（野菜）



平成18年度産 作況調査（農林水産
省）

品目 面積 全国順位 生産量 全国順位

日本なし 69ha 51位 1,440t 48位

く り 90ha 41位 90t 46位

う め 49ha 38位 110t 64位

キ ウ イ 5ha 53位 49t 65位

か き 43ha 74位 230t 107位

ぶ ど う 11ha 196位 64t 270位

横浜で生産量の多い果物

横浜の農畜産物（果物）



平成18年度産 作況調査（農林水産
省）

品目 収穫面積 全国順位 出荷量 全国順位

ベゴニア 37a 7位 161千鉢 1位

プリムラ 74a 10位 151千鉢 11位

シクラメン 303a 8位 152千鉢 25位

ニチニチソウ 152a 1位 381千鉢 6位

パンジー 543a 1位 1860千鉢 8位

ペチュニア 202a 4位 550千鉢 9位

マリーゴールド 133a 3位 289千鉢 11位

横浜で生産量の多い花

横浜の農畜産物（花き）



市内の農業産出額の内訳

（平成27年市町村別農業産出額（推計）農林水産省）
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野 菜 果 実 いも類 花 き

乳用牛 豚 その他

部門 農業産出額 構成比

野 菜 91億１千万円 68％

果 実 12億９千万円 10％

花 き ９億６千万円 ７％

い も 類 ７億０千万円 ５％

乳 用 牛 ４億１千万円 ３％

豚 ３億５千万円 ３％

その他 ５億９千万円 ４％

合計 134億１千万円 100％

市内の農地のうち、
畑は９３％、田は７％



農地の保全・利用
農業振興地域、生産緑地

市民農園

農業の振興
生産振興、地産地消

担い手支援
認定制度、支援制度

水田保全契約奨励事業
恵みの里

横浜ブランド農産物

地産地消サポート店 認定農業者

よこはま・
ゆめ・ファーマー

市民農園 農地の流動化

横浜における農業施策



持続できる都市農業を推進する取組

「横浜都市農業推進プラン」

（平成27年2月3日）策定

「横浜市の都市農業における

地産地消の推進等に関する条例」

(平成27 年４月１日施行)の制定

29年度 農政関連予算 19億5,000万円

横浜の農業を推進するために



取組の柱１

持続できる
都市農業を
推進する

事業施策取組の柱

農業施策の体系

４ 時代の変化に応じた
新たな施策

⑧農業を活性化させる新たな取組

３ 農業生産の基盤と
なる農地の利用促進

⑥農地の貸し借りの促進

⑦まとまりのある農地等の保全

２ 横浜の農業を支える
多様な担い手に
対する支援

④農業の担い手の育成・支援

⑤農業経営の安定対策

１ 農業経営の安定化・
効率化に向けた
農業振興

①市内産農畜産物の生産振興

②都市農業の拠点づくり支援

③生産基盤の整備と支援



取組の柱２

市民が身近に
農を感じる場
をつくる

事業

２ 地産地消の推進

施策取組の柱

農業施策の体系

１ 農に親しむ取組の
推進

①良好な農景観の保全

②農とふれあう場づくり

③身近に感じる地産地消の推進

④市民や企業と連携した地産地消の展開

「横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26～30年度）」に
定められている農業施策



市民が身近に農を感じる場をつくる取組
〔横浜みどりアップ計画〕

景観や生物多様性の保全など、農地が

持つ環境面での役割に着目した取組

地産地消や農体験の場の創出など、

市民と農の関わりを深める取組を推進

横浜の農業を推進するために



横浜市の地産地消の取組



地産地消の要素

②市民が市内産植木や草花に親しめる機会の創出

身近に感じる地産地消の推進

①直売所等の整備や青空市の運営の支援



【農業振興課ＨＰ】横浜で地産地消
http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/nousan/tisantisyo/

【環境創造局Twitter 】横浜環境情報
https://mobile.twitter.com/yokohama_kankyo

地産地消の要素身近に感じる地産地消の推進

③情報発信・ＰＲ活動の推進
 情報誌「はまふぅどナビ」の発行やＨＰ、Twitterによる情報発信

年３回発行
紙、HPなどで提供

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/nousan/tisantisyo/
https://mobile.twitter.com/yokohama_kankyo


地産地消の要素身近に感じる地産地消の推進

③情報発信・ＰＲ活動の推進
 ガイドブックやリーフレットなどの制作・ＰＲ



地産地消の要素身近に感じる地産地消の推進

③情報発信・ＰＲ活動の推進
 イベントの開催

北仲マルシェ

よこはま食と農の祭典2017全国都市緑化フェア



地産地消の要素市民や企業と連携した地産地消の展開

①地産地消を広げる人材の育成
 はまふぅどコンシェルジュの育成・活動支援

地産地消の案内人である「はまふぅどコンシェルジュ」の育成

及び、 認定後のマルシェ・収穫体験等の活動を支援

これまでの事例
・マルシェの開催、料理コンテストの開催
・農作物収穫体験イベント、生産者の話を聞く講演会 等



地産地消の要素市民や企業と連携した地産地消の展開

①地産地消を広げる人材の育成
 よこはま地産地消サポート店の活動支援

市内産農畜産物を使ったメニューを提供する飲食店をサポート店

として 登録し、ＰＲを実施

・現在121店舗が登録（Ｈ29.11月末時点）

・都心臨海部 サポート店

マップの作成 等



地産地消の要素市民や企業と連携した地産地消の展開

②市民や企業等との連携
 企業等との連携

企業による市内産農畜産物を使った新商品の開発やマルシェの開催に協力

セブン＆アイ

サンドウィッチ

おにぎり

山崎パン

ランチパック

JR東日本

マルシェ



地産地消の要素市民や企業と連携した地産地消の展開

②市民や企業等との連携
 ビジネス創出支援

中小企業や新規創業者を対象に、市内産農畜産物を使用した加工品の

創出などの事業化を支援

１年目：講座等により、事業者を育成

２年目：必要に応じて事業開始に係る経費の一部を助成

市内産米を用いたフライパンで炊けるご飯の開発・販売



地産地消の要素市民や企業と連携した地産地消の展開

②市民や企業等との連携
 横浜市立小学校への市内産農産物の一斉供給
 はま菜ちゃん料理コンクールの開催

第15回 はま菜ちゃん料理コンクール

応募作品数：1837点

本選出場：６組



人が人を結ぶ 農の魅力




